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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素データ信号を入力する複数のデータ電極、走査信号を入力する複数の走査電極、及
び前記各データ電極と前記各走査電極との交差箇所に設けられた複数の画素領域を有し、
これらの画素領域のうちの前記走査信号によって選択された画素領域に前記画素データ信
号を供給することによって前記画素データ信号に対応した画像を表示する液晶パネルと、
　画像入力信号を水平走査信号に同期して取り込み、取り込んだ前記画像入力信号に応じ
た前記画素データ信号を、入力される前記水平走査信号と次に入力される前記水平走査信
号との間で、アクティブな状態となる極性反転信号に基づいて極性反転して前記各データ
電極に送出するデータ電極駆動回路と、
　垂直走査信号に同期して前記走査信号を前記液晶パネルの前記各走査電極に送出する走
査電極駆動回路と、
　前記画像入力信号、極性反転信号、水平走査信号及び垂直走査信号を出力する制御回路
とを備えてなる液晶表示装置であって、
　前記制御回路には、
　前記極性反転信号と前記水平走査信号とをパラレルに入力してシリアル信号に変換して
伝送線を介して前記データ電極駆動回路へ伝送する第１のインタフェース回路が設けられ
、かつ、
　前記データ電極駆動回路には、
　前記伝送されたシリアル信号を前記極性反転信号と前記水平走査信号とのとのパラレル
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信号に変換する第２のインタフェース回路が設けられていることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２】
前記シリアル信号は、
電流モードで伝送される構成になされていることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装
置。
【請求項３】
前記第１のインタフェース回路は、
前記極性反転信号と前記水平走査信号とをパラレルに入力してシリアルの第１の信号電圧
に変換して出力するパラレル／シリアル変換回路と、
前記第１の信号電圧を信号電流に変換して前記伝送線へ出力する電圧／電流変換回路とを
備えてなり、
前記第２のインタフェース回路は、
前記伝送線を介して伝送された前記信号電流を第２の信号電圧に変換して出力する電流／
電圧変換回路と、
前記第２の信号電圧を前記極性反転信号と前記水平走査信号とのパラレル信号に変換して
出力するシリアル／パラレル変換回路とを備えてなることを特徴とする請求項１又は２記
載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記データ電極駆動回路は、
前記液晶パネルの前記各データ電極の総数に対応した１つ又は複数のデータ電極駆動部か
ら構成されていることを特徴とする請求項１、２又は３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　画素データ信号を入力する複数のデータ電極、走査信号を入力する複数の走査電極、及
び前記各データ電極と前記各走査電極との交差箇所に設けられた複数の画素領域を有し、
これらの画素領域のうちの前記走査信号によって選択された画素領域に前記画素データ信
号を供給することによって前記画素データ信号に対応した画像を表示する液晶パネルと、
　画像入力信号を水平走査信号に同期して取り込み、取り込んだ前記画像入力信号に応じ
た前記画素データ信号を、入力される前記水平走査信号と次に入力される前記水平走査信
号との間で、アクティブな状態となる極性反転信号に基づいて極性反転して前記各データ
電極に送出するデータ電極駆動回路と、
　垂直走査信号に同期して前記走査信号を前記液晶パネルの前記各走査電極に送出する走
査電極駆動回路と、
　前記画像入力信号、極性反転信号、水平走査信号及び垂直走査信号を出力する制御回路
とを備えてなる液晶表示装置において、
　前記制御回路では、
　前記極性反転信号と前記水平走査信号とをパラレルに入力してシリアル信号に変換して
伝送線を介して前記データ電極駆動回路へ伝送し、かつ、
　前記データ電極駆動回路では、
　前記伝送されたシリアル信号を前記極性反転信号と前記水平走査信号とのパラレル信号
に変換することを特徴とする信号伝送方法。
【請求項６】
前記シリアル信号は、
電流モードで伝送されることを特徴とする請求項５記載の信号伝送方法。
【請求項７】
前記制御回路では、
前記極性反転信号と前記水平走査信号とをパラレルに入力してシリアルの第１の信号電圧
に変換して出力するパラレル／シリアル変換処理と、
前記第１の信号電圧を信号電流に変換して前記伝送線へ出力する電圧／電流変換処理とを
行い、
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前記データ電極駆動回路では、
前記伝送線を介して伝送された前記信号電流を第２の信号電圧に変換して出力する電流／
電圧変換処理と、
前記第２の信号電圧を前記極性反転信号と前記水平走査信号とのパラレル信号に変換して
出力するシリアル／パラレル変換処理とを行うことを特徴とする請求項５又は６記載の信
号伝送方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、液晶表示装置、及び該液晶表示装置における信号伝送方法に係り、特に、内
部の信号伝送が比較的長い伝送線を介して行われる構成の液晶表示装置、及び該液晶表示
装置における信号伝送方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置では、まず、制御回路から表示の対象となる画像入力信号、極性反転信号、
水平走査信号及び垂直走査信号が出力される。画像入力信号は、水平走査信号に同期して
データ電極駆動回路に取り込まれ、同画像入力信号に応じた画素データ信号が極性反転信
号に基づいて反転されて液晶パネルの各データ電極に送出される。また、垂直走査信号が
走査電極駆動回路に取り込まれ、走査信号が同垂直走査信号に同期して液晶パネルの各走
査電極に送出される。そして、液晶パネルの画素領域のうちの前記走査信号によって選択
された画素領域に画素データ信号が供給されることにより、同画素データ信号に対応した
画像が表示される。また、前記データ電極駆動回路及び走査電極駆動回路は、液晶パネル
の規模に応じて１個又は複数個のデータ電極駆動部及び走査電極駆動部で構成されている
。
【０００３】
この種の液晶表示装置は、従来では例えば図６に示すように、液晶パネル１と、制御回路
２と、階調電源回路３と、データ電極駆動回路４と、走査電極駆動回路５とから概略構成
されている。液晶パネル１は、各画素をＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の３色のサブ画素
に分割したカラーフィルタを有し、Ｒ，Ｇ，Ｂのサブ画素に対応するサブ画素データ信号
Ｄを入力する複数のデータ電極Ｘ１，…，Ｘｎ、走査信号Ｖを入力する複数の走査電極Ｙ
１，…，Ｙｍ、及び各データ電極Ｘ１，…，Ｘｎと各走査電極Ｙ１，…，Ｙｍとの交差箇
所に設けられた複数のサブ画素領域を有し、これらのサブ画素領域のうちの走査信号Ｖに
よって選択されたサブ画素領域にサブ画素データ信号Ｄを供給することにより、同サブ画
素データ信号Ｄに対応したカラー画像を表示する。
【０００４】
制御回路２は、例えば、ＡＳＩＣ(Application Specific Integrated Circuit) からなり
、外部から供給される各８ビットの赤データＤＲ、緑データＤＧ及び青データＤＢをデー
タ電極駆動回路４に供給するとともに、外部から供給される水平同期信号ＳＨ及び垂直同
期信号ＳＶなどに基づいて、水平走査信号ＰＨ、垂直走査信号ＰＶ、及び液晶パネル１を
交流駆動するための極性反転信号ＰＯＬを生成し、同水平走査信号ＰＨ及び極性反転信号
ＰＯＬをデータ電極駆動回路４に電圧モードで供給するとともに、垂直走査信号ＰＶを電
圧モードで走査電極駆動回路５に供給する。また、制御回路２は、赤データＤＲ、緑デー
タＤＧ、及び青データＤＢに対してそれぞれガンマ補正を施すことによって階調性を付与
するための赤階調電圧データＤGR、緑階調電圧データＤGG、青階調電圧データＤGBを階調
電源回路３に供給する。
【０００５】
階調電源回路３は、図７に示すように、デジタル／アナログ変換器（以下、「ＤＡＣ」と
いう）１１1 ～１１3 と、ボルテージ・フォロア１２1 ～１２54とから構成されている。
ＤＡＣ１１1 は、制御回路２から供給される赤階調電圧データＤGRをアナログの赤階調電
圧ＶR0～ＶR17 に変換してボルテージ・フォロア１２1 ～１２18にそれぞれ供給する。同
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様に、ＤＡＣ１１2 は、制御回路２から供給される緑階調電圧データＤGGをアナログの緑
階調電圧ＶG0～ＶＧ17に変換してボルテージ・フォロア１２19～１２36にそれぞれ供給す
る。ＤＡＣ１１3 は、制御回路２から供給される青階調電圧データＤGBをアナログの青階
調電圧ＶB0～ＶB17 に変換してボルテージ・フォロア１２37～１２54にそれぞれ供給する
。ボルテージ・フォロア１２1 ～１２54は、赤データＤＲ、緑データＤＧ及び青データＤ
Ｂに対するガンマ補正のための赤階調電圧ＶR0～ＶR17 、緑階調電圧ＶG0～ＶG17 及び青
階調電圧ＶB0～ＶB17 を、高入力インピーダンスで入力して低出力インピーダンスでデー
タ電極駆動回路４に送出する。
【０００６】
データ電極駆動回路４は、ｋ個（ｋ；自然数）のデータ電極駆動部４1 ～４k から構成さ
れている。各データ電極駆動部４1 ～４k は、制御回路２から供給される赤データＤＲ、
緑データＤＧ、及び青データＤＢのうち、液晶パネル１の対応するデータ電極に対応した
赤データＤＲ、緑データＤＧ、及び青データＤＢに対して、赤階調電圧ＶR0～ＶR17 、緑
階調電圧ＶG0～ＶG17 及び青階調電圧ＶB0～ＶB17 に基づいてガンマ補正を施すことによ
り、階調性を付与するとともに、アナログの３８４個のサブ画素データ信号Ｄに変換して
出力する。例えば、液晶パネル１がＳＸＧＡ（super extended graphics array ）であり
、解像度が横１２８０×縦１０２４画素である場合には、１画素が３個の赤（Ｒ）、緑（
Ｇ）及び青（Ｂ）のサブ画素で構成されているので、同液晶パネル１全体のサブ画素数は
横３８４０×縦１０２４画素である。したがって、この場合、データ電極駆動回路４は、
（３８４０画素）÷（３８４個のデータ信号）であることから、１０個のデータ電極駆動
部４1 ～４10から構成されることになる。データ電極駆動部４1 ～４10は、各構成要素の
添字が異なるとともに、入出力される信号の添え字が異なる以外は同一構成であるので、
以下、データ電極駆動部４1 のみについて説明する。
【０００７】
データ電極駆動部４1 は、図８に示すように、マルチプレクサ（以下、「ＭＰＸ」という
）１３1 ～１３3 と、８ビットのＤＡＣ１４1 ～１４3 と、ボルテージ・フォロア１５1 

～１５384 とから概略構成されている。
ＭＰＸ１３1 は、階調電源回路３から供給される赤階調電圧ＶR0～ＶR17 のうちの赤階調
電圧ＶR0～ＶR8の組又は赤階調電圧ＶR9～ＶR17 の組を、制御回路２から供給される極性
反転信号ＰＯＬに基づいて切り替えてＤＡＣ１４1 に供給する。同様に、ＭＰＸ１３2 は
、階調電源回路３から供給される緑階調電圧ＶG0～ＶG17 のうちの緑階調電圧ＶG0～ＶG8

の組又は緑階調電圧ＶG9～ＶG17 の組を、極性反転信号ＰＯＬに基づいて切り替えてＤＡ
Ｃ１４2 に供給する。ＭＰＸ１３3 は、階調電源回路３から供給される青階調電圧ＶB0～
ＶB17 のうちの青階調電圧ＶB0～ＶB8の組又は青階調電圧ＶB9～ＶB17 の組を、極性反転
信号ＰＯＬに基づいて切り替えてＤＡＣ１４3 に供給する。
【０００８】
ＤＡＣ１４1 は、制御回路２から供給される８ビットの赤データＤＲに、ＭＰＸ１３1 か
ら供給される赤階調電圧ＶR0～ＶR8の組又は赤階調電圧ＶR9～ＶR17 の組に基づいてガン
マ補正を施すことにより、階調性を付与するとともにアナログのデータ赤信号に変換し、
対応するボルテージ・フォロア１５1 ，１５4 ，１５7 ，…，１５382 に供給する。同様
に、ＤＡＣ１４2 は、制御回路２から供給される８ビットの緑データＤＧに、ＭＰＸ１３

2 から供給される緑階調電圧ＶG0～ＶG8の組又は緑階調電圧ＶG9～ＶG17 の組に基づいて
ガンマ補正を施すことにより、階調性を付与するとともにアナログのデータ緑信号に変換
し、対応するボルテージ・フォロア１５2 ，１５5 ，１５8 ，…，１５383 に供給する。
ＤＡＣ１４3 は、制御回路２から供給される８ビットの青データＤＢに、ＭＰＸ１３3 か
ら供給される青階調電圧ＶB0～ＶB8の組又は青階調電圧ＶB9～ＶB17 の組に基づいてガン
マ補正を施すことにより、階調性を付与するとともにアナログのデータ青信号に変換し、
対応するボルテージ・フォロア１５3 ，１５6 、１５9 ，…，１５384 に供給する。ボル
テージ・フォロア１５1 ～１５384 は、ＤＡＣ１４1 ～１４3 から供給されるデータ赤信
号、データ緑信号及びデータ青信号を高入力インピーダンスで入力して低出力インピーダ
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ンスでサブ画素データ信号Ｄとして液晶パネル１の対応するデータ電極Ｘ１，…，Ｘｎに
送出する。
【０００９】
走査電極駆動回路５は、制御回路２から供給される垂直走査信号ＰＶに同期したタイミン
グで走査信号Ｖを順次生成し、液晶パネル１の対応する走査電極Ｙ１，…，Ｙｍに順次印
加する。
【００１０】
そして、この液晶表示装置では、図９に示すように、制御回路２及び階調電源回路３は、
プリント基板１６上に実装され、データ電極駆動部４1 ～４10が、プリント基板１６と液
晶パネル１とを電気的に接続する１０個のフィルムキャリアテープ上にそれぞれ実装され
、ＴＣＰ（Tape Carrier Package）１７1 ～１７10として実装されている。プリント基板
１６は、図１０に示すように、液晶パネル１の裏面に取り付けられた断面が楔型状のバッ
クライト１８の裏面上部に取り付けられている。このバックライト１８は、白色電球等の
点光源や蛍光ランプ等の線光源と、これらの光源から放射される光を拡散して面光源化す
る光拡散部材とからなり、非発光表示素子である液晶パネル１の裏面側から液晶パネル１
の裏面を均一に照明するものである。
【００１１】
　この液晶表示装置では、図１１に示すように、アクティブな状態になる期間が互いに異
なるパラレルの極性反転信号ＰＯＬと水平走査信号ＰＨとが制御回路２から出力される。
階調電源回路３から供給される赤階調電圧ＶR0～ＶR17 は、水平走査信号ＰＨに同期して
ＭＰＸ１３1 に取り込まれ、赤階調電圧ＶR0～ＶR8の組又は赤階調電圧ＶR9～ＶR17 の組
が極性反転信号ＰＯＬに基づいて切り替えられてＤＡＣ１４1 に供給される。極性反転信
号は、データ電極駆動部４1に入力される前記水平走査信号と次に入力される前記水平走
査信号との間で、アクティブな状態となる。また、階調電源回路３から供給される緑階調
電圧ＶG0～ＶG17 は、水平走査信号ＰＨに同期してＭＰＸ１３2 に取り込まれ、緑階調電
圧ＶG0～ＶG8の組又は緑階調電圧ＶG9～ＶG17 の組が極性反転信号ＰＯＬに基づいて切り
替えられてＤＡＣ１４2 に供給される。同様に、階調電源回路３から供給される青階調電
圧ＶB0～ＶB17 は、水平走査信号ＰＨに同期してＭＰＸ１３3 に取り込まれ、青階調電圧
ＶB0～ＶB8の組又は青階調電圧ＶB9～ＶB17 の組が極性反転信号ＰＯＬに基づいて切り替
えられてＤＡＣ１４3 に供給される。
【００１２】
制御回路２から供給される８ビットの赤データＤＲは、ＤＡＣ１４1 で赤階調電圧ＶR0～
ＶR8の組又は赤階調電圧ＶR9～ＶR17 の組に基づいてガンマ補正が施され、階調性が付与
されてアナログのデータ赤信号に変換され、ボルテージ・フォロア１５1 ，１５4 ，１５

7 ，…，１５382 に供給される。また、制御回路２から供給される８ビットの緑データＤ
Ｇは、ＤＡＣ１４2 で緑階調電圧ＶG0～ＶG8の組又は緑階調電圧ＶG9～ＶG17 の組に基づ
いてガンマ補正が施され、階調性が付与されてアナログのデータ緑信号に変換され、ボル
テージ・フォロア１５2 ，１５5 ，１５8 ，…，１５383 に供給される。同様に、制御回
路２から供給される８ビットの青データＤＢは、ＤＡＣ１４3 で青階調電圧ＶB0～ＶB8の
組又は青階調電圧ＶB9～ＶB17 の組に基づいてガンマ補正が施され、階調性が付与されて
アナログのデータ青信号に変換され、ボルテージ・フォロア１５3 ，１５6 、１５9 ，…
，１５384 に供給される。ＤＡＣ１４1 ～１４3 から供給されるデータ赤信号、データ緑
信号、及びデータ青信号は、ボルテージ・フォロア１５1 ～１５384 を介して液晶パネル
１の対応するデータ電極にサブ画素データ信号Ｄとして送出される。
【００１３】
また、制御回路２から走査電極駆動回路５に垂直走査信号ＰＶが供給され、同走査電極駆
動回路５から同垂直走査信号ＰＶに同期したタイミングで走査信号Ｖが順次生成されて液
晶パネル１の対応する走査電極Ｙ１，…，Ｙｍに順次送出される。液晶パネル１では、走
査信号Ｖによって選択されたサブ画素領域にサブ画素データ信号Ｄが供給され、同サブ画
素データ信号Ｄに対応したカラー画像が表示される。
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【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の液晶表示装置では、次のような問題点があった。
すなわち、水平走査信号ＰＨ、垂直走査信号ＰＶ、極性反転信号ＰＯＬ、赤データＤＲ、
緑データＤＧ、青データＤＢ、赤階調電圧ＶR0～ＶR17 、緑階調電圧ＶG0～ＶＧ17、及び
青階調電圧ＶB0～ＶB17 は、全て電圧モードで伝送されるようになっているが、液晶表示
装置が比較的大型に設計されている場合には、これらを伝送する伝送線が長くなるので、
同伝送線の分布定数（容量成分、インダクタンス成分、及び抵抗成分）の影響を受け、伝
送される各信号の高周波領域で位相回転が発生することがある。このため、例えば色相の
乱れなど、液晶パネル１の表示画面の品位が低下することがあるという問題点があった。
また、伝送される各信号の電圧の変化に応じて伝送線の容量成分が充放電されるので、高
周波ノイズが発生し、これが他の電子機器に対してＥＭＩ（Electro-Magnetic Interfere
nce 、電磁波妨害）を及ぼすことがあるという問題点があった。また、前記各伝送線は、
水平走査信号ＰＨ用の１本、垂直走査信号ＰＶ用の１本、極性反転信号ＰＯＬ用の１本、
赤データＤＲ用の８本、緑データＤＧ用の８本、青データＤＢ用の８本、赤階調電圧ＶR0

～ＶR17 用の１８本、緑階調電圧ＶG0～ＶＧ17用の１８本、及び青階調電圧ＶB0～ＶB17 

用の１８本が必要であり、プリント基板１６やＴＣＰ１７1 ～１７10が小型に設計されて
いる場合には、形成が困難になるという問題点があった。このため、液晶表示装置を小型
化する場合には、伝送線の数をできるだけ減少させる必要があるという課題があった。
【００１５】
この発明は、上述の事情に鑑みてなされたもので、伝送される各信号の高周波領域で位相
回転及び高周波ノイズが発生せず、かつ伝送線の数を減少させた液晶表示装置、及び該液
晶表示装置における信号伝送方法を提供することを目的としている。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、請求項１記載の発明は、画素データ信号を入力する複数の
データ電極、走査信号を入力する複数の走査電極、及び前記各データ電極と前記各走査電
極との交差箇所に設けられた複数の画素領域を有し、これらの画素領域のうちの前記走査
信号によって選択された画素領域に前記画素データ信号を供給することによって前記画素
データ信号に対応した画像を表示する液晶パネルと、画像入力信号を水平走査信号に同期
して取り込み、取り込んだ前記画像入力信号に応じた前記画素データ信号を、入力される
前記水平走査信号と次に入力される前記水平走査信号との間で、アクティブな状態となる
極性反転信号に基づいて極性反転して前記各データ電極に送出するデータ電極駆動回路と
、垂直走査信号に同期して前記走査信号を前記液晶パネルの前記各走査電極に送出する走
査電極駆動回路と、前記画像入力信号、極性反転信号、水平走査信号及び垂直走査信号を
出力する制御回路とを備えてなる液晶表示装置に係り、前記制御回路には、前記極性反転
信号と前記水平走査信号とをパラレルに入力してシリアル信号に変換して伝送線を介して
前記データ電極駆動回路へ伝送する第１のインタフェース回路が設けられ、かつ、前記デ
ータ電極駆動回路には、前記伝送されたシリアル信号を前記極性反転信号と前記水平走査
信号とのとのパラレル信号に変換する第２のインタフェース回路が設けられていることを
特徴としている。
【００１７】
請求項２記載の発明は、請求項１記載の液晶表示装置に係り、前記シリアル信号は、電流
モードで伝送される構成になされていることを特徴としている。
【００１８】
請求項３記載の発明は、請求項１又は２記載の液晶表示装置に係り、前記第１のインタフ
ェース回路は、前記極性反転信号と前記水平走査信号とをパラレルに入力してシリアルの
第１の信号電圧に変換して出力するパラレル／シリアル変換回路と、前記第１の信号電圧
を信号電流に変換して前記伝送線へ出力する電圧／電流変換回路とを備えてなり、前記第
２のインタフェース回路は、前記伝送線を介して伝送された前記信号電流を第２の信号電
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圧に変換して出力する電流／電圧変換回路と、前記第２の信号電圧を前記極性反転信号と
前記水平走査信号とのパラレル信号に変換して出力するシリアル／パラレル変換回路とを
備えてなることを特徴としている。
【００１９】
請求項４記載の発明は、請求項１、２又は３記載の液晶表示装置に係り、前記データ電極
駆動回路は、前記液晶パネルの前記各データ電極の総数に対応した１つ又は複数のデータ
電極駆動部から構成されていることを特徴としている。
【００２０】
　請求項５記載の発明は、信号伝送方法に係り、画素データ信号を入力する複数のデータ
電極、走査信号を入力する複数の走査電極、及び前記各データ電極と前記各走査電極との
交差箇所に設けられた複数の画素領域を有し、これらの画素領域のうちの前記走査信号に
よって選択された画素領域に前記画素データ信号を供給することによって前記画素データ
信号に対応した画像を表示する液晶パネルと、画像入力信号を水平走査信号に同期して取
り込み、取り込んだ前記画像入力信号に応じた前記画素データ信号を、入力される前記水
平走査信号と次に入力される前記水平走査信号との間で、アクティブな状態となる極性反
転信号に基づいて極性反転して前記各データ電極に送出するデータ電極駆動回路と、垂直
走査信号に同期して前記走査信号を前記液晶パネルの前記各走査電極に送出する走査電極
駆動回路と、前記画像入力信号、極性反転信号、水平走査信号及び垂直走査信号を出力す
る制御回路とを備えてなる液晶表示装置において、前記制御回路では、前記極性反転信号
と前記水平走査信号とをパラレルに入力してシリアル信号に変換して伝送線を介して前記
データ電極駆動回路へ伝送し、かつ、前記データ電極駆動回路では、前記伝送されたシリ
アル信号を前記極性反転信号と前記水平走査信号とのパラレル信号に変換することを特徴
としている。
【００２１】
請求項６記載の発明は、請求項５記載の信号伝送方法に係り、前記シリアル信号は、電流
モードで伝送されることを特徴としている。
【００２２】
請求項７記載の発明は、請求項５又は６記載の信号伝送方法に係り、前記制御回路では、
前記極性反転信号と前記水平走査信号とをパラレルに入力してシリアルの第１の信号電圧
に変換して出力するパラレル／シリアル変換処理と、前記第１の信号電圧を信号電流に変
換して前記伝送線へ出力する電圧／電流変換処理とを行い、前記データ電極駆動回路では
、前記伝送線を介して伝送された前記信号電流を第２の信号電圧に変換して出力する電流
／電圧変換処理と、前記第２の信号電圧を前記極性反転信号と前記水平走査信号とのパラ
レル信号に変換して出力するシリアル／パラレル変換処理とを行うことを特徴としている
。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、この発明の実施の形態について説明する。
図１は、この発明の実施形態である液晶表示装置の電気的構成を示すブロック図である。
この形態の液晶表示装置は、同図に示すように、液晶パネル２０と、制御回路３０と、階
調電源回路４０と、データ電極駆動回路５０と、走査電極駆動回路６０とから概略構成さ
れている。液晶パネル２０は、画素をＲ，Ｇ，Ｂの３色のサブ画素に分割したカラーフィ
ルタを有し、Ｒ，Ｇ，Ｂのサブ画素に対応するサブ画素データ信号Ｄを入力する複数のデ
ータ電極Ｘ１，…，Ｘｎ、走査信号Ｖを入力する複数の走査電極Ｙ１，…，Ｙｍ、及び各
データ電極Ｘ１，…，Ｘｎと各走査電極Ｙ１，…，Ｙｍとの交差箇所に設けられた複数の
サブ画素領域を有し、これらのサブ画素領域のうちの走査信号Ｖによって選択されたサブ
画素領域にサブ画素データ信号Ｄを供給することにより、同サブ画素データ信号Ｄに対応
したカラー画像を表示する。
【００２４】
制御回路３０は、例えばＡＳＩＣからなり、外部から供給される各８ビットの赤データＤ
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Ｒ、緑データＤＧ及び青データＤＢを電流モードでデータ電極駆動回路５０に供給すると
ともに、外部から供給される水平同期信号ＳＨ及び垂直同期信号ＳＶなどに基づいて、水
平走査信号ＰＨ、垂直走査信号ＰＶ、及び液晶パネル２０を所定の周期（例えば、サブ画
素毎の周期）で交流駆動するための極性反転信号ＰＯＬを生成し、同水平走査信号ＰＨ及
び極性反転信号ＰＯＬを電流モードのシリアル信号ＰＨ／ＰＯＬとしてデータ電極駆動回
路５０に供給するとともに、垂直走査信号ＰＶを走査電極駆動回路６０に供給する。また
、制御回路３０は、赤データＤＲ、緑データＤＧ、及び青データＤＢに対してそれぞれガ
ンマ補正を施すことによって階調性を付与するための赤階調電圧データＤGR、緑階調電圧
データＤGG、青階調電圧データＤGBを階調電源回路４０に供給する。
【００２５】
階調電源回路４０は、図２に示すように、ＤＡＣ４１1 ～４１3 と、送信部４２1 ～４２

54とから構成されている。ＤＡＣ４１1 は、制御回路３０から供給される赤階調電圧デー
タＤGRをアナログの赤階調電圧ＶR0～ＶR17 に変換して送信部４２1 ～４２18にそれぞれ
供給する。同様に、ＤＡＣ４１2 は、制御回路３０から供給される緑階調電圧データＤGG

をアナログの緑階調電圧ＶG0～ＶＧ17に変換して送信部４２19～４２36にそれぞれ供給す
る。ＤＡＣ４１3 は、制御回路３０から供給される青階調電圧データＤGBをアナログの青
階調電圧ＶB0～ＶB17 に変換して送信部４２37～４２54にそれぞれ供給する。送信部４２

1 ～４２54は、赤データＤＲ、緑データＤＧ及び青データＤＢに対するガンマ補正のため
の赤階調電圧ＶR0～ＶR17 、緑階調電圧ＶG0～ＶG17 、及び青階調電圧ＶB0～ＶB17 を高
入力インピーダンスで入力し、電流モードに変換して赤階調電流ＩR0～ＩR17 、緑階調電
流ＩG0～ＩG17 、及び青階調電流ＩB0～ＩB17 をデータ電極駆動回路５０に送出する。
【００２６】
データ電極駆動回路５０は、ｋ個（ｋ；自然数）のデータ電極駆動部５０1 ～５０k から
構成されている。各データ電極駆動部５０1 ～５０k は、制御回路３０から電流モードで
供給される赤データＤＲ、緑データＤＧ、及び青データＤＢを図示しない電流／電圧変換
回路で電圧モードに変換し、これらの赤データＤＲ、緑データＤＧ、及び青データＤＢの
うち、液晶パネル２０の対応するデータ電極に対応した赤データＤＲ、緑データＤＧ、及
び青データＤＢに対して、階調電源回路４０から供給される赤階調電流ＩR0～ＩR17 、緑
階調電流ＩG0～ＩG17 、及び青階調電流ＩB0～ＩB17 に基づいてガンマ補正を施すことに
より、階調性を付与するとともに、アナログの３８４個のサブ画素データ信号Ｄに変換し
て出力する。例えば、液晶パネル２０がＳＸＧＡであり、解像度が横１２８０×縦１０２
４画素である場合には、１画素が３個の赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のサブ画素により
構成されているので、そのサブ画素数は、横３８４０×縦１０２４画素である。したがっ
て、この場合、データ電極駆動回路５０は、（３８４０画素）÷（３８４個のデータ信号
）であることから、１０個のデータ電極駆動部５０1 ～５０10から構成されることになる
。データ電極駆動部５０1 ～５０10は、各構成要素の添字が異なるとともに、入出力され
る信号の添え字が異なる以外は同一構成であるので、以下、データ電極駆動部５０1 のみ
について説明する。
【００２７】
データ電極駆動部５０1 は、図３に示すように、ＭＰＸ５１1 ～５１3 と、８ビットのＤ
ＡＣ５２1 ～５２3 と、ボルテージ・フォロア５３1 ～５３384 とから概略構成されてい
る。ＭＰＸ５１1 は、階調電源回路４０から供給される赤階調電流ＩR0～ＩR17 のうちの
赤階調電流ＩR0～ＩR8の組又は赤階調電流ＩR9～ＩR17 の組を、制御回路３０から供給さ
れる極性反転信号ＰＯＬに基づいて切り替えてＤＡＣ５２1 に供給する。同様に、ＭＰＸ
５１2 は、階調電源回路４０から供給される緑階調電流ＩG0～ＩG17 のうちの緑階調電流
ＩG0～ＩG8の組又は緑階調電流ＩG9～ＩG17 の組を、極性反転信号ＰＯＬに基づいて切り
替えてＤＡＣ５２2 に供給する。ＭＰＸ５１3 は、階調電源回路４０から供給される青階
調電流ＩB0～ＩB17 のうちの青階調電流ＩB0～ＩB8の組又は青階調電流ＩB9～ＩB17 の組
を、極性反転信号ＰＯＬに基づいて切り替えてＤＡＣ５２3 に供給する。
【００２８】
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ＤＡＣ５２1 は、制御回路３０から供給される８ビットの赤データＤＲに、ＭＰＸ５１1 

から供給される赤階調電流ＩR0～ＩR8の組又は赤階調電流ＩR9～ＩR17 の組に基づいてガ
ンマ補正を施すことにより、階調性を付与するとともにアナログのデータ赤信号に変換し
、対応するボルテージ・フォロア５３1 ，５３4 ，５３7 ，…，５３382 に供給する。同
様に、ＤＡＣ５２2 は、制御回路３０から供給される８ビットの緑データＤＧに、ＭＰＸ
５１2 から供給される緑階調電流ＩG0～ＩG8の組又は緑階調電流ＩG9～ＩG17 の組に基づ
いてガンマ補正を施すことにより、階調性を付与するとともにアナログのデータ緑信号に
変換し、対応するボルテージ・フォロア５３2 ，５３5 ，５３8 ，…，５３383 に供給す
る。ＤＡＣ５２3 は、制御回路３０から供給される８ビットの青データＤＢに、ＭＰＸ５
１3 から供給される青階調電流ＩB0～ＩB8の組又は青階調電流ＩB9～ＩB17 の組に基づい
てガンマ補正を施すことにより、階調性を付与するとともにアナログのデータ青信号に変
換し、対応するボルテージ・フォロア５３3 ，５３6 、５３9 ，…，５３384 に供給する
。ボルテージ・フォロア５３1 ～５３384 は、ＤＡＣ５２1 ～５２3 から供給されるデー
タ赤信号、データ緑信号、データ青信号を高入力インピーダンスで入力して低出力インピ
ーダンスでサブ画素データ信号Ｄとして液晶パネル２０の対応するデータ電極Ｘ１，…，
Ｘｎに送出する。
【００２９】
走査電極駆動回路６０は、制御回路３０から供給される垂直走査信号ＰＶに同期したタイ
ミングで、走査信号Ｖを順次生成して液晶パネル２０の対応する走査電極Ｙ１，…，Ｙｍ
に順次印加する。
【００３０】
図４は、図１中の制御回路３０の内部に設けられた送信部３１及びデータ電極駆動回路５
０に設けられた受信部７１の一例を示す回路図である。
図４に示すように、送信部３１は、２入力のＯＲ回路３２と、インバータ３３，３４と、
ｎチャネル型ＭＯＳＦＥＴ（以下、「ｎＭＯＳ」という）３５，３６とから構成されてい
る。ＯＲ回路３２は、極性反転信号ＰＯＬと水平走査信号ＰＨとをパラレルに入力してシ
リアルの第１の信号電圧ＰＨ／ＰＯＬに変換して出力する。インバータ３３，３４及びｎ
ＭＯＳ３５，３６は、第１の信号電圧ＰＯＬ／ＰＨを信号電流ＰＨ／ＰＯＬに変換する。
送信部３１は、伝送線８０を介して受信部７１に接続されている。
【００３１】
受信部７１は、電流／電圧変換回路（以下、「Ｉ／Ｖ変換回路」という）７２と、シリア
ル／パラレル変換回路（以下、「Ｓ／Ｐ変換回路」という）７３とから構成されている。
Ｉ／Ｖ変換回路７２は、伝送線８０を介して伝送された信号電流ＰＨ／ＰＯＬを第２の信
号電圧ＰＨ／ＰＯＬに変換して出力する。Ｓ／Ｐ変換回路７３は、第２の信号電圧ＰＨ／
ＰＯＬを極性反転信号ＰＯＬと水平走査信号ＰＨとのパラレル信号に変換して出力する。
【００３２】
また、制御回路３０の垂直走査信号ＰＶ、赤データＤＲ、緑データＤＧ及び青データＤＢ
の各出力側、階調電源回路４０の赤階調電流ＩR0～ＩR17 、緑階調電流ＩG0～ＩG17 及び
青階調電流ＩB0～ＩB17 の各出力側には、送信部３１からＯＲ回路３２が削除された構成
の図示しない送信部が設けられている。また、データ電極駆動回路５０の赤データＤＲ、
緑データＤＧ及び青データＤＢの各入力側、赤階調電流ＩR0～ＩR17 、緑階調電流ＩG0～
ＩG17 及び青階調電流ＩB0～ＩB17 の各入力側には、受信部７１からＳ／Ｐ変換部７３が
削除された構成の図示しない受信部が設けられている。
【００３３】
　図５は、図１の液晶表示装置の動作を説明するためのタイムチャートである。この図５
を参照して、図１の液晶表示装置における信号伝送方法について説明する。
　この液晶表示装置では、図５に示すように、アクティブな状態になる期間が互いに異な
る極性反転信号ＰＯＬと水平走査信号ＰＨとが制御回路３０の送信部３１で信号電流ＰＨ
／ＰＯＬに変換されて伝送線８０へ出力される。この場合、極性反転信号ＰＯＬと水平走
査信号ＰＨとがＯＲ回路３２にパラレルに入力され、同ＯＲ回路３２からシリアルの信号
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電圧ＰＨ／ＰＯＬが出力される（パラレル／シリアル変換処理）。信号電圧ＰＨ／ＰＯＬ
はインバータ３３で反転され、同インバータ３３から出力信号Ｕが出力される。出力信号
Ｕはインバータ３４で反転され、同インバータ３４から出力信号Ｗが出力される。ｎＭＯ
Ｓ３５，３６は、出力信号Ｕ，Ｗに基づいて相補的にオン／オフ制御され、同ｎＭＯＳ３
５，３６から信号電流ＰＨ／ＰＯＬが伝送線８０へ出力される（電圧／電流変換処理）。
伝送線８０を介して伝送された信号電流ＰＨ／ＰＯＬは、データ電極駆動回路５０の受信
部７１で受信され、同受信部７１のＩ／Ｖ変換回路７２で信号電圧ＰＨ／ＰＯＬに変換さ
れる（電流／電圧変換処理）。信号電圧ＰＨ／ＰＯＬは、Ｓ／Ｐ変換回路７３で極性反転
信号ＰＯＬと水平走査信号ＰＨとのパラレル信号に変換される（シリアル／パラレル変換
処理）。
【００３４】
階調電源回路４０から供給される赤階調電流ＩR0～ＩR17 は、データ電極駆動回路５０の
図示しない受信部で電圧モードに変換されて水平走査信号ＰＨに同期してＭＰＸ５１1 に
取り込まれ、赤階調電圧ＶR0～ＶR8の組又は赤階調電圧ＶR9～ＶR17 の組が極性反転信号
ＰＯＬに基づいて切り替えられてＤＡＣ５２1 に供給される。また、階調電源回路４０か
ら供給される緑階調電流ＩG0～ＩG17 は、データ電極駆動回路５０の図示しない受信部で
電圧モードに変換されて水平走査信号ＰＨに同期してＭＰＸ５１2 に取り込まれ、緑階調
電圧ＶG0～ＶG8の組又は緑階調電圧電流ＶG9～ＶG17 の組が極性反転信号ＰＯＬに基づい
て切り替えられてＤＡＣ５２2 に供給される。同様に、階調電源回路４０から供給される
青階調電流ＩB0～ＩB17 は、データ電極駆動回路５０の図示しない受信部で電圧モードに
変換されて水平走査信号ＰＨに同期してＭＰＸ５１3 に取り込まれ、青階調電圧ＶB0～Ｖ

B8の組又は青階調電圧ＶB9～ＶB17 の組が極性反転信号ＰＯＬに基づいて切り替えられて
ＤＡＣ５２3 に供給される。
【００３５】
制御回路３０から供給される８ビットの赤データＤＲは、ＤＡＣ５２1 で赤階調電圧ＶR0

～ＶR8の組又は赤階調電圧ＶR9～ＶR17 の組に基づいてガンマ補正が施され、階調性が付
与されてアナログのデータ赤信号に変換され、ボルテージ・フォロア５３1 ，５３4 ，５
３7 ，…，５３382 に供給される。また、制御回路３０から供給される８ビットの緑デー
タＤＧは、ＤＡＣ５２2 で緑階調電圧ＶG0～ＶG8の組又は緑階調電圧ＶG9～ＶG17 の組に
基づいてガンマ補正が施され、階調性が付与されてアナログのデータ緑信号に変換され、
ボルテージ・フォロア５３2 ，５３5 ，５３8 ，…，５３383 に供給される。同様に、制
御回路３０から供給される８ビットの青データＤＢは、ＤＡＣ５２3 で青階調電圧ＶB0～
ＶB8の組又は青階調電圧ＶB9～ＶB17 の組に基づいてガンマ補正が施され、階調性が付与
されてアナログのデータ青信号に変換され、ボルテージ・フォロア５３3 ，５３6 、５３

9 ，…，５３384 に供給される。ＤＡＣ５２1 ～５２3 から供給されるデータ赤信号、デ
ータ緑信号、及びデータ青信号は、ボルテージ・フォロア５３1 ～５３384 を介して液晶
パネル２０の対応するデータ電極にサブ画素データ信号Ｄとして送出される。
【００３６】
また、制御回路３０から走査電極駆動回路６０に垂直走査信号ＰＶが供給され、同走査電
極駆動回路６０から同垂直走査信号ＰＶに同期したタイミングで走査信号Ｖが順次生成さ
れて液晶パネル２０の対応する走査電極Ｙ１，…，Ｙｍに順次送出される。液晶パネル２
０では、走査信号Ｖによって選択されたサブ画素領域にサブ画素データ信号Ｄが供給され
、同サブ画素データ信号Ｄに対応したカラー画像が表示される。
【００３７】
以上のように、この実施形態では、水平走査信号ＰＨ、垂直走査信号ＰＶ、極性反転信号
ＰＯＬ、赤データＤＲ、緑データＤＧ、青データＤＢ、赤階調電圧ＶR0～ＶR17 、緑階調
電圧ＶG0～ＶＧ17、及び青階調電圧ＶB0～ＶB17 が、全て電圧モードから電流モードに変
換されて伝送されるので、伝送される各信号の高周波領域における位相回転が回避され、
液晶パネル２０で高品位の画面が表示されると共に、高周波ノイズの発生が低減され、他
の電子機器に対するＥＭＩが発生しない。さらに、水平走査信号ＰＨと極性反転信号ＰＯ
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型化に対応できる。
【００３８】
以上、この発明の実施形態を図面により詳述してきたが、具体的な構成はこの実施形態に
限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更などがあってもこ
の発明に含まれる。
例えば、液晶パネル２０を交流駆動するための周期は、サブ画素毎の周期の他、１フレー
ム周期や所定数の水平ライン周期でも良い。また、送信部３１の回路構成は、信号電圧Ｐ
Ｈ／ＰＯＬを電流モードに変換する機能を有するものであれば、任意の回路構成で良い。
【００３９】
【発明の効果】
　以上説明したように、この発明の構成によれば、液晶表示装置において、アクティブな
状態になる期間が互いに異なる極性反転信号と水平走査信号とをパラレルに入力してシリ
アル信号に変換して伝送線を介してデータ電極駆動回路へ伝送する第１のインタフェース
回路を設け、かつ、前記伝送されたシリアル信号をパラレルの前記極性反転信号と前記水
平走査信号とに変換する第２のインタフェース回路を設けたので、同伝送線の数を削減で
き、液晶表示装置の小型化に対応できる。その上、前記シリアル信号が電流モードで伝送
される構成になっているので、伝送される各信号の高周波領域における位相回転が回避さ
れ、液晶パネルで高品位の画面を表示できると共に、高周波ノイズの発生が低減され、他
の電子機器に対するＥＭＩを回避できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施形態である液晶表示装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図２】図１中の階調電源回路４０の構成図である。
【図３】図１中のデータ電極駆動回路５０のデータ電極駆動部５０1 の構成図である。
【図４】図１中の制御回路３０の内部に設けられた送信部３１及びデータ電極駆動回路５
０に設けられた受信部７１の回路図である。
【図５】図１の液晶表示装置の動作を説明するためのタイムチャートである。
【図６】従来の液晶表示装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図７】図６中の階調電源回路３の構成図である。
【図８】図６中の図１中のデータ電極駆動回路４のデータ電極駆動部４1 の構成図である
。
【図９】データ電極駆動部４1 ～４10の実装状態の説明図である。
【図１０】データ電極駆動部４1 ～４10の実装状態の説明図である。
【図１１】図６の液晶表示装置の動作を説明するためのタイムチャートである。
【符号の説明】
２０　　　液晶パネル
３０　　　制御回路（第１の回路ブロック）
３１　　　送信部（第１のインタフェース回路）
３２　　　ＯＲ回路（パラレル／シリアル変換回路）
３３，３４　　　インバータ（電圧／電流変換回路）
３５，３６　　　ｎＭＯＳ（電圧／電流変換回路）
５０　　　データ電極駆動回路（第２の回路ブロック）
６０　　　走査電極駆動回路
７１　　　受信部（第２のインタフェース回路）
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